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スマートライセンスと HyperFlex

概要

シスコスマートソフトウェアライセンシング（スマートライセンス）はインテリジェントな

ソフトウェアライセンス管理システムで、組織全体でライセンスを調達、導入、管理するな

ど、時間のかかる手動のライセンスタスクを自動化します。ライセンスの所有権と使用状況が

可視化されるので、何を所有し、どのくらい使用しているかを把握できます。

スマートライセンシングは、企業全体のライセンスプーリングを導入します。サーバベース

のライセンスやスマートライセンスは、デバイスにノードロックされないので、企業が所有す

る互換性のあるデバイスでこれらを使用できます。仮想アカウントを使用して、会社のライセ

ンスと製品インスタンスを論理エンティティ（事業単位、製品タイプ、ITグループなど）に体
系化すると、仮想アカウント間でデバイスとライセンスを簡単に移転できるようになります。

スマートライセンシング機能は Cisco HyperFlexに統合されており、HXストレージクラスタ
を作成するとすぐに自動的に有効になります。HXストレージクラスタでライセンス消費の報
告を開始するには、Ciscoスマートアカウントを介して Cisco Smart Software Manager（SSM）
に登録する必要があります。スマートアカウントは、会社全体のシスコソフトウェアライセ

ンスと製品インスタンスに関する完全な可視性とアクセス制御を提供するクラウドベースのリ

ポジトリです。登録は、1年間有効です。

登録すると、HyperFlexがスマートアカウントで識別され、ライセンス使用状況が Cisco Smart
SoftwareManagerまたは Smart SoftwareManagerサテライトに報告されるようになります。登録
後、HyperFlexはライセンス使用状況と現在のライセンスステータスを Cisco Smart Software
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Managerまたは Smart Software Managerサテライトに報告します。詳細については、以下のラ
イセンスステータスセクションを参照してください。

これを機能させるには、すべての HyperFlex管理 IPのポート 80および 443を
tools.cisco.comに対して開く必要があります。

（注）

HXストレージクラスタを登録した後、Cisco Smart Software Managerまたは Smart Software
Managerサテライトに対して HyperFlexを特定するために使われる証明書が通信メッセージに
署名します。HyperFlexは次の要求を自動的に送信します。

• 6か月ごとの登録更新要求。自動登録更新が発生しない場合は、stcli license renew id

コマンドを使用して手動で更新してください。

•スマートライセンシングでは、30日ごとの承認更新要求が必要とされます。自動承認更
新が発生しない場合は、stcli license renew authコマンドを使用して手動で更新してく

ださい。スマートライセンシング承認を手動で更新する必要があるのは、更新しようとし

たときに接続が使用不可である場合、または更新時刻が接続ウィンドウの範囲外である場

合のみです。

•さらに、ライセンスの使用状況が変化するたびに、承認更新要求が Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software Managerサテライトに送信されます。この承認は、90日間
有効です。90日間承認を更新するよう HyperFlexが Cisco Smart Software Managerまたは
Smart Software Managerサテライトに連絡しない場合は、HyperFlexによって消費されたラ
イセンスが回収され、プールに戻されます。

ライセンスステータス

システム機能ステータスの検証説明登録ステータス

特性や機能には影響あり

ません。

ステータスを検証

するか、または評

価期間の残り時間

を確認するには、

実行します。

#stcli license

show all

Result:
Mode = Eval &
Remaining
period(Number of
Days:Hours:Minutes)

スマートライセンシング

は有効になっています

が、HXストレージクラ
スタが Cisco Smart
Software Managerまたは
Smart Software Managerサ
テライトに登録されてお

らず、90日間の評価期間
内です。

評価モード
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システム機能ステータスの検証説明登録ステータス

特性や機能には影響あり

ません。

• Syslogメッセージを
生成します。

• HXConnect UIで評価
期限切れアラームを

生成します。

ステータスを検証

するには、#stcli

license show all

を実行します。

Result:
Mode = Evaluation
Expired

スマートライセンシング

は有効になっています

が、HXストレージクラ
スタが Cisco Smart
Software Managerまたは
Smart Software Managerサ
テライトに登録されてい

ません。ライセンスは初

期未確認状態です。コン

プライアンス違反とは見

なされません。

評価期限切れ

——スマートライセンシング

が有効で、HXストレージ
クラスタが Cisco Smart
Software Managerまたは
Smart Software Managerサ
テライトに登録されてい

ます。所有している数よ

りも少ないライセンスを

消費しています。

適合

フィーチャと機能への影

響については、セクショ

ンを参照してください。

ライセンスの遵守と

フィーチャの機能 （6
ページ）

--HyperFlexリリース
5.0(2a)以降は[コン
プライアンス違反

（Out of
Compliance）]

HyperFlex Data Platformでのライセンス設定
3

HyperFlex Data Platformでのライセンス設定

スマートライセンスと HyperFlex



システム機能ステータスの検証説明登録ステータス

特性や機能には影響あり

ません。

• Syslogメッセージを
生成します。

•クラスタレベルの
HXConnect UIでコン
プライアンス違反ア

ラームを生成しま

す。

コンプライアン

ス違反状態は知

的財産 EULAを
侵害するため、

サポートを継続

的に受けるには

ライセンスの購

入または更新が

必要です。

（注）

ステータスを検証

するには、#stcli

license show all

を実行します。

Result:
Mode = Out of
Compliance

所有している数よりも多

いライセンスを消費して

います。

デバイスがコン

プライアンス違

反の場合に、シ

スコがお客様の

ネットワークに

干渉したり、

シャットダウン

したりすること

はありません。

重要

•初期登録状態でのコ
ンプライアンス違反

—スマートライセン
スは有効で、HXスト
レージクラスタは
Cisco Smart Software
Managerまたは Smart
SoftwareManagerサテ
ライトに登録されて

いますが、最初の登

録後に十分なライセ

ンスがありません。

•初期状態後または一
定期間のインコンプ

ライアンス状態後で

のコンプライアンス

違反—スマートライ
センスは有効で、HX
ストレージクラスタ

は Cisco Smart
SoftwareManagerまた
は Smart Software
Managerサテライト
に登録されています

が、十分なライセン

スがありません。

HyperFlexリリース
5.0（1b）以前のコ
ンプライアンス違

反（Out of
Compliance）]
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システム機能ステータスの検証説明登録ステータス

特性や機能には影響あり

ません。

• Syslogメッセージを
生成します。

• HX Connect上でイベ
ントやアラームは発

生しません。

• Cisco Smart Software
Managerポータルに、
フラグと通知が表示

されます。

ステータスを検証

するには、#stcli

license show

statusを実行しま

す。

Result:
Mode =
Authorization
Expired

スマートライセンシング

が有効で、HXストレージ
クラスタが Cisco Smart
Software Managerまたは
Smart Software Managerサ
テライトに登録されてい

ますが、90日間を超えて
Cisco Smart Software
Managerまたは Smart
SoftwareManagerサテライ
トと通信していません。

認証が期限切れ

動作は、Cisco Smart
SoftwareManagerサーバに
よってほとんど制御され

ます。

このステータス

は、HXスト
レージクラスタ

に制限付き機能

が含まれている

場合にのみ該当

します。

（注）

—スマートライセンシング

が有効で、HXストレージ
クラスタが Cisco Smart
Software Managerまたは
Smart Software Managerサ
テライトに登録されてい

ますが、エクスポート制

御を使用するように登録

できません。

エクスポート制御

フラグが「不可」

に設定された

• Syslogメッセージを
生成します。

• HX Connect上でイベ
ントやアラームは発

生しません。

• Cisco Smart Software
Managerポータルに、
フラグと通知が表示

されます。

ステータスを確認

するには、次を実

行します。

#stcli license

show status

Result:
Mode: ID
Certificate
Expired

すべての条件をク

リアしてコンプラ

イアンスステータ

スに戻すには、次

のコマンドを実行

します。

#stcli license
renew
<auth>/<id>

スマートライセンシング

が有効で、HXストレージ
クラスタが Cisco Smart
Software Managerまたは
Smart Software Managerサ
テライトに登録されてい

ますが、6か月を超えて
ID証明書が更新されてい
ません。ライセンスは後

続未確認状態で、コンプ

ライアンス違反と見なさ

れます。

ID証明書が期限切
れ
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ライセンスの遵守とフィーチャの機能
Cisco HXDPリリース 5.0(2a)以降、有効な Cisco HyperFlexソフトウェアライセンスが必要で
す。ライセンスが期限切れまたは不十分な HX Connectユーザーは、特定のフィーチャにアク
セスできないか、フィーチャの機能が制限されます。フィーチャがロックされる前に、目立つ

カウントダウンバナーが表示され、ライセンスコンプライアンスの必要性とライセンス更新

ページへのリンクをユーザーに警告します。

Cisco HXDPリリース 5.0（2a）以降、評価の終了時またはライセンス遵守日の後の猶予期間が
終了した時点でライセンスが期限切れまたは不十分なHXコネクトユーザーは、期限切れにな
る前にアクセスできたすべての機能にアクセスできなくなります。現在の構成では限られた情

報しか得られず、構成の変更はサポートされていません。

機能がロックされる前に、目立つライセンス遵守カウントダウンバナーが表示され、ライセン

ス遵守の必要性とライセンス更新ページへのリンクをユーザーに警告します。

Cisco EULAを表示するには、https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/cloud-and-software/end_
user_license_agreement.htmlを参照してください。

図 1 : 30日間の猶予期間を示すカウントダウンバナーの例

日数が減少して、フィーチャの機能がいつロックされるかが示されます。（注）
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図 2 :ライセンスの有効期限が切れたときに表示されるバナーとアイコン

HXDPライセンスが遵守違反状態として示され
ます。「HyperFlexライセンスに移動」リンクか
らライセンス更新ページが開きます。

期限切れのライセンスバナー1.

特定のフィーチャがロックされていることを示

します。ロックにカーソルをホバーさせると、

ライセンス遵守ノートが表示され、ライセンス

更新ページへのリンクが表示されます。

フィーチャのロックとホバーテ

キスト

2.

接続環境でのライセンスの管理
接続環境でライセンスを管理するには、次の手順を実行します。

スマートライセンスにクラスタを登録する

スマートライセンスは自動的に HXストレージクラスタに組み込まれ、デフォルトで有効に
なります。スマートライセンスをインストールする必要はありません。HXストレージクラス
タはスマートライセンスに登録されず、90日間の評価モードに入ります。90日以内に、HX
ストレージクラスタを登録して機能をすべて使用できるようにする必要があります。

HyperFlexクラスタを Smart Software Managerサテライトに登録する前に、プロキシが設
定されていないことを確認します。プロキシが設定されている場合は、クラスタをSmart
Software Managerサテライトに登録する前にプロキシを削除してください。

注目

はじめる前に

•スマートライセンスは、Cisco HXリリース2.5で導入されました。クラスタで HX 4.0リ
リース以降が実行されていることを確認することをお勧めします。
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•スマートライセンスの使用を開始する前に、Ciscoスマートアカウントを持っている必要
があります。ご注文時にスマートアカウントを作成（または選択）するか、ご注文時以外

のときにスマートアカウントを作成して新規または既存のライセンスを追加していくこと

ができます。

スマートアカウントを作成するには、[Cisco Software Central] > [スマートアカウントの
申請（Request a Smart Account）]
（https://webapps.cisco.com/software/company/smartaccounts/home?route=module/accountcreation）
を参照してください。

HXストレージクラスタは、次のいずれかの方法で Ciscoスマートソフトウェアマネージャ
(SSM)に登録できます。

HX Connectを通してスマートソフトウェアライセンスによりクラスタを登録する

Ciscoでは、HX Connectを通してスマートソフトウェアライセンスを持つクラスとを登録す
ることを推奨します。

始める前に

•製品インスタンス登録トークンが必要です。トークンがない場合、Ciscoスマートソフト
ウェアマネージャでトークンを作成できます。製品インスタンス登録用のトークンを作成

する方法の詳細については、登録トークンの作成（10ページ）を参照してください。

ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 [Dashboard（ダッシュボード）]ページで、[Cluster License not registered（クラスタライセンスが登録さ
れていません）]をクリックします。

または、[System Information（システム情報）]ページの [Register Now（今すぐ登録）]リンクをクリック
して登録を行うことができます。
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ステップ 3 [Smart Software Licensing Product Registration（スマートソフトウェアライセンス製品登録）]ダイアロ
グボックスで、[Product Instance Registration Token（製品インスタンス登録トークン）]フィールドに登
録トークンを入力します。

製品インスタンス登録用のトークンを作成する方法の詳細については、登録トークンの作成（10ページ）
を参照してください。

ステップ 4 [Register]をクリックします。

登録に成功すると、[SystemInformation（システム情報）]ページにライセンスの種類とライセンスの状態
が表示されます。

•ライセンスタイプ：評価、Edge、標準、またはエンタープライズを HXストレージクラスタライセ
ンスタイプとして表示します。

•ライセンスステータス：HXストレージクラスタライセンスステータスとして次のいずれかを表示
します。

•コンプライアンス

•ライセンスの期限が <n>日後に切れます。クラスタが登録されていません -今すぐ登録します。
（このステータスは評価タイプライセンスの場合にのみ表示されます。

•ライセンスの期限が切れています。クラスタが登録されていません -今すぐ登録します。（この
ステータスは評価タイプライセンスの場合にのみ表示されます。

•コンプライアンス違反 -ライセンスが不十分です
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•認証の有効期限切れ：HXが Cisco Smart Software Managerおよび Smart Software Managerサテライ
トと 90日以上通信できない場合、このステータスが表示されます。

登録トークンの作成

登録トークンを使用して、製品にスマートライセンスを登録し、消費します。製品を登録し、

製品インスタンスを特定のバーチャルアカウントに追加するには、トークンを生成する必要が

あります。

ステップ 1 使用しているリリースに応じて、ソフトウェアマネージャにログインします。

説明オプション

Cisco Software Central（https://software.cisco.com/）にナビゲートし、スマー
トアカウントにログインします。[ライセンス（License）]ペインで、[ス

Cisco Smart Software Manager

マートソフトウェアライセンシング（Smart SoftwareLicensing）]をクリッ
クします。[インベントリ（Inventory）]をクリックします。

https://<IP address of the satellite>:8443にアクセスし、
管理者のクレデンシャルを使用してサテライトにログインします。

Smart SoftwareManagerサテラ
イト

ステップ 2 HXストレージクラスタを登録するバーチャルアカウントから、[全般（General）]をクリックして、[新し
いトークン（New Token）]をクリックします。

ステップ 3 [登録トークンの作成（Create Registration Token）]ダイアログボックスで、次の操作を行い、[トークンの
作成（Create Token）]をクリックします。

•トークンの簡潔な [説明（Description）]を追加します。

•トークンをアクティブにして他の製品で使用できるようにする日数を入力します。最大 = 365日

• [このトークンに登録された製品の輸出規制された機能を許可する（Allowexport-controlled functionality
on the products registered with this token）]をオンにします。

ステップ 4 [新しい IDトークン（New ID Token）]行で、[アクション（Actions）]ドロップダウンリストをクリック
し、[コピー（Copy）]をクリックします。

コントローラVMを介してスマートソフトウェアライセンスとともにクラスタを登録す
る

このセクションでは、スマートソフトウェアライセンスとともにクラスタを登録する別の方

法を説明しています。

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。
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ステップ 2 HXストレージクラスタがスマートライセンスモードになっていることを確認します。
# stcli license show status

フィードバックには、[スマートライセンスは有効です（Smart Licensing is ENABLED）]、[ステータス：未
登録（Status: UNREGISTERED）]、および 90日の評価期間の残り時間（日、時、分、秒）が表示されま
す。スマートライセンスの評価期間は、HXストレージクラスタでライセンス機能を使用し始めたときに
開始され、これを更新することはできません。評価期間が過ぎると、スマートエージェントが通知を送信

します。

ステップ 3 HXストレージクラスタを登録します。ここで idtoken-stringは Cisco Smart Software Managerまたはスマー
トソフトウェアマネージャサテライトからの新しい IDトークンです。

# stcli license register --idtoken idtoken-string

ステップ 4 HXストレージクラスタが登録されていることを確認します。
# stcli license show summary

別の方法として、[Cisco Smart Software Manager] > [インベントリ（Inventory）] > [製品インスタンス
（Product Instances）]でも、HXストレージクラスタが登録されていることを確認できます。

例：

root@SpringpathController8OIW1HJOKW:~# stcli license show summary

Smart Licensing is ENABLED

Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: Corp X HyperFlex License
Virtual Account: west-region
Last Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Aug 1 17:47:06 2017 PDT

License Authorization:
Status: AUTHORIZED
Last Communication Attempt: SUCCEEDED
Next Communication Attempt: Mar 4 16:47:11 2017 PST

License Usage:
License Entitlement Tag

Count Status

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Cisco Vendor String XYZ
regid.2016-11.com.cisco.HX-SP-DP-S001,1.0_1c06ca12-18f2-47bd-bcea-518ab1fd4520 3 InCompliance

スマートライセンスからクラスタを登録解除する

ライセンスを解除して別の HXストレージクラスタ用にプールに戻すか、または Cisco Smart
Software Manager登録を削除する（たとえばクラスタをデコミッションする）場合には、HX
ストレージクラスタを登録解除します。HXストレージクラスタを登録解除すると、評価期間
が残っていれば HyperFlexは評価モードで実行されます。そうでない場合、HyperFlexは評価
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の有効期限切れの状態になります。期限切れの評価状態にあるクラスタを登録解除しても、ク

ラスタの実稼働データには影響しません。

スマートエージェントは、ライセンスクラウドにアクセスして自身を登録解除します。プラッ

トフォーム上のすべてのスマートライセンス資格と証明書が削除されます。信頼されているス

トアのすべての証明書と登録情報が削除されます。スマートエージェントは、登録解除のため

にシスコと通信できない場合でも、非登録状態になることができます。スマートライセンスを

再び使用する必要が生じた場合には、HXストレージクラスタを再登録してください。コント
ローラVMを介してスマートソフトウェアライセンスとともにクラスタを登録する（10ペー
ジ）を参照してください。

始める前に

•次のコマンドを使用して、HXストレージクラスタがスマートライセンスに登録されてい
ることを確認します。

# stcli license show status

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。

ステップ 2 スマートライセンスから HXストレージクラスタを登録解除します。
# stcli license deregister

ステップ 3 HXストレージクラスタが登録解除されたことを確認します。
# stcli license show summary

スマートライセンス承認の更新

始める前に

•次のコマンドを使用して、HXストレージクラスタがスマートライセンスに登録されてい
ることを確認します。

# stcli license show status

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。

ステップ 2 次のコマンドを使用してスマートライセンス承認を更新します。

# stcli license renew id

# stcli license renew auth

ステップ 3 HXストレージクラスタが更新され、承認されていることを確認します。
# stcli license show summary
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非接続環境でのライセンスの管理
非接続環境でライセンサーを管理するには、次の手順を実行します。

スマートライセンスと Smart Software Managerサテライト
インターネット接続を使用してインストールベースを管理することが許可されていない場合

は、Smart SoftwareManagerサテライトをオンプレミスでインストールし、Cisco Smart Software
Managerのサブセットを使用してライセンスをローカルで管理できます。SmartSoftwareManager
サテライトのダウンロード.

HyperFlex用に Smart Software Managerサテライトを設定するには、 HX Data Platform CLIから
次のコマンドを実行します。

stcli services sch set --portal-url http://<satellite-host>/Transportgateway/services/
DeviceRequestHandler --email <user-email-address>

Smart Software Managerサテライトが Cisco Smart Software Managerに登録されて稼働するよう
になったら、30日ごとに Cisco Smart Software Managerと同期する必要があります。同期する
には次の 2つのオプションがあります。

•ネットワーク接続時に行うオンデマンドまたはスケジュール済み同期。

•手動による同期。ライセンスファイルをダウンロードした後、アップロードします。

HXクラスタに Smart Satellite Serverが構成されている場合、トークンは Smart Satellite
ServerのUIで生成される必要があるため、スマートポータルのスマートライセンス登録
では生成されなくなります。

（注）

特定のライセンス予約および HyperFlex
シスコ固有ライセンスの予約 (SLR)は、ユーザが切断モードでデバイスを使用できるようにす
る新しいソフトウェアライセンス管理システムです。特に、外部ネットワーク接続 (airギャッ
プ)のない環境向けです。SLRには次のような追加の利点もあります。

•時間のかかるライセンスタスクを自動化する

•ライセンスのステータスとソフトウェアの使用状況の傾向を追跡できます。

•コアの購入、管理、およびレポート機能をシンプル化

SLRにより、顧客は仮想アカウントからライセンスを予約し、デバイス UDIに関連付けるこ
とができます。その後、これらのライセンスを使用してデバイスを切断モードで使用できま

す。また、お客様は、Cisco Smart Software Manager (CSSM)またはスマートソフトウェアサテ
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ライト (オンサイトコレクタ)のいずれかと継続的に通信することなく、正常に動作させるこ
とができます。

HyperFlex SLR対応 PID

次の HyperFlex PIDのみが SLRモードで使用できます。

表 1 :非接続およびエアギャップ展開用の Cisco HyperFlex Data Platform (HXDP)ソフトウェア SKU

説明HXDP SKU

特定ライセンス登録

Cisco HyperFlex Data Platform標準エディショ
ン特定ライセンス登録サブスクリプション

HXDP-S-SLR

Cisco HyperFlex Data Platformエンタープライ
ズエディション特定ライセンス登録サブスク

リプション

HXDP-P-SLR

CiscoHyperFlexData Platformエッジエディショ
ン特定ライセンス登録サブスクリプション

HXDP-E-SLR

特定のライセンス予約 (SLR)ライセンスのインストール

この手順では、SLRライセンスをインストールする方法、SLRライセンスを返却する方法
(CSSMで再利用する場合)、または SLRライセンス要求をキャンセルする方法について説明し
ます。

SLRのインストールプロセスは、通常のスマートライセンスのインストールプロセスと非常
によく似ています。クラスタとスマートアカウントの間に通信がないため、手動プロセスを使

用して、HTTP接続で以前に存在していたのと同じ会話を行なう必要があります。

これらの会話は、要求コードが生成された場合に、Ciscoハードウェアクラスタから始まりま
す。要求コードには、いくつかの基本的なクラスタ識別情報が含まれています。要求は、Cisco
ポータルでスマートアカウントに転送され、要求コードに基づいて承認コードを要求します。

Ciscoがライセンス ID\と権限付与情報の両方を含む承認コードを取得すると、承認コードが
クラスタに戻され、インストールを開始できます。インストールが完了すると、ライセンスは

クラスタで完全にアクティブ化されます。

Enable/Disableコマンドは、予約モードにするためのものです。これは、現在の登録機能のデ
フォルトモードです。コマンド内のすべての予約を設定するには、予約モードを明示的に有効

にする必要があります。すでにCSSMに登録されているライセンスがある場合は、そのライセ
ンスを再登録して、再利用できるようにする必要があります。CSSMから承認コードを取得し
たら、reservation installコマンドを使用して予約コードをインストールできます。ある時点

で、クラスタを破棄するか、またはライセンスを再度CSSMに戻して再利用できるようにする
場合は、reservation returnコマンドを使用して、再度登録できる返還コードを生成できます。
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次の手順では、SLRライセンスをインストール、返却、キャンセルする方法について説明しま
す。

ステップ 1 HXノードで stcli license reservation enableコマンドを入力して、予約モードを有効にします。

このコマンドを入力すると、設定モードが予約モードに切り替わります。ライセンスステータスは変更さ

れません。

次の画面の左側には、通常の登録で一般的なクラスタのステータスが表示されます。予約モードでは、そ

のステータスの違いを確認できます。一般的なデバイスの場合、予約ステータスを確認すると、登録済み

として表示されます。ライセンス認証ステータスが承認されます。個々にライセンスがある場合は、どの

ライセンスが準拠しているかがわかります。

右側には、システムが未登録の状態で、評価ライセンスを使用していることが表示されます。

ステップ 2 stcli license reservation requestコマンドを入力して、予約要求を作成します。

ライセンス要求コードは、次の画面の青色のボックスに表示されます。
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予約要求を開始すると、登録ステータスが RESERVATION IN PROGRESSであることがわかります (赤いボック
スに示されています)。要求コードがあれば、CSSMに移動して承認コードに変換できます。

ステップ 3 CSSM (https://software.cisco.com)にログインします。

ステップ 4 [ライセンス（License）]セクションで、[スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software
Licensing））]リンクをクリックします。
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これにより、[スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]ページが表示されま
す。

ステップ 5 [ライセンス（Licenses）]タブの下で、[ライセンス予約（License Reservation）]をクリックします。

ステップ 6 4ステップの SLRプロセスを完了して、要求コードを入力し、[ライセンス（Licenses）]を選択し、承認
コードを確認して確認し、承認コードをダウンロードします。
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1. [要求コードを入力（Enter the Request Code）]:クラスタで生成された予約要求コードを入力します。

2. [ライセンスを選択（Select Licenses）]:この画面には、ライセンスの内容や、製品タイプ、UDI PID、
UDIシリアル番号、UDI VIDなどの製品インスタンスの詳細が表示されます。提供された情報を確認
し、チェックボックスをオンにして特定のライセンスを予約します。
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選択した特定のライセンスの予約について、予約する数量を入力します。
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3. [検証と確認（Review and Confirm）]:製品インスタンスの詳細と予約するライセンスを検証して確認
し、画面の下部にある [承認コードの生成（Generate Authorization Code）]ボタンをクリックします。

4. [承認コード（Authorization code）]:デバイス側で使用できる承認コードを表示し、画面下部の [ファ
イルとしてダウンロード（Download as File）]ボタンをクリックします。
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ステップ 7 [製品インスタンス（Product Instances）]タブに移動して、予約のクラスとシリアル番号に対応する行にあ
る予約済みのライセンスを表示します。この行のリンクをクリックします (赤いボックスに表示されます)。

ライセンスの説明を示すダイアログボックスが表示されます。
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このページから、ライセンスの一般的な詳細を表示できます。特定のインスタンスで失われた場合に備え

て、予約承認コード (上の赤色で強調表示)をダウンロードすることもできます。このページに戻って再度
取得することもできます。

その後、[ライセンス（Licenses）]タブに戻り、現在のライセンスの使用状況を表示できます。

ステップ 8 HXノードに stcli license reservation install <enter authorization code>コマンドを入力して、続い

て承認コードを入力します。
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予約が成功すると、REGISTERED – SPECIFIC LICENSE RESERVATIONとして表示されるステータスを表示でき

ます。認証では、UTHORIZED – RESERVEDであることを示しています。

また、HXノードで stcli license show reservationコマンドを入力して、SLR予約を表示することもで
きます。この応答は、SLRがインストールされていることを示しています。

特定のライセンス予約 (SLR)ライセンスのキャンセル

この手順では、SLRライセンス要求をキャンセルする方法について説明します。

ステップ 1 (承認コードを取得するためにCSSMに進む前に)開始した予約要求をキャンセルするには、 stcli license

reservation cancelコマンドを使用します。

ステップ 2 stcli license show reservationコマンドを使用して予約要求がキャンセルされたことを確認します。

このコマンドを入力すると、ステータスが未登録に戻ったことを確認できます。
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特定のライセンス予約 (SLR)ライセンスを返す

クラスタのライセンスが完全にアクティブになったので、後でクラスタを破棄し、別のクラス

タに再利用できるようにCSSMにライセンスを戻すことができます。次の手順では、SLRライ
センスを返す方法について説明します。

ステップ 1 stcli license reservation returnコマンドを入力します。その後、CSSMで使用できる返還コードが生成
されます。ステータスを確認すると、ライセンスは登録前と同様に、未登録の評価ライセンスに戻ります。
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ステップ 2 [CSSM]に戻り、ライセンスをプールに戻します。[製品インスタンス（Product Instances）]タブに戻り、
[アクション（Actions）]メニューを使用して、[削除（Remove）]をクリックします。

HyperFlex Data Platformでのライセンス設定
25

HyperFlex Data Platformでのライセンス設定

特定のライセンス予約 (SLR)ライセンスを返す



[製品インスタンスの削除（Remove Product Instance）]ダイアログボックスが表示され、返還コードを入
力できます。返還コードを入力し、[製品インスタンスの削除（Remove Product Instance）]をクリックし

ます。

[製品インスタンス（Product Instances）]タブで、以前登録した SLRライセンスが削除されたことを確認
できます。3個使用されるのに対して、使用中なのは 2個だけです。この時点で、ライセンスが正常に返
却されています。
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特定のライセンスの予約のトラブルシューティング (SLR)

このセクションでは、特定のライセンス予約 (SLR)を設定して使用する際に表示される可能性
のある一般的なエラーメッセージについて説明します。また、該当する場合のトラブルシュー

ティング方法に関する推奨事項も提供します。

表示される可能性のある 2個の一般的なエラーメッセージは次のとおりです。

•設定中に予約モードを有効にする前に予約要求コマンドを発行すると、「ライセンス予約が
有効になっていません」というエラーメッセージが表示されます。または、要求しなかった操

作をキャンセルするよう要求した場合は、「保留中の予約プロセスはありません」というメッ

セージが表示されます。次の図は、これらのエラーを示しています。

•ライセンスステータスが変更されたランタイム時に、最初の登録が通信の送信エラーで失
敗します。通常、このメッセージは、 show statusコマンドを入力したときに表示されま

す。ライブラリはエラーを上位に伝播しませんが、ログを使用して実際の理由を確認でき

ます。
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ステップ 1 grepコマンドを発行し、SLカラムを表示して、ログに記録されているエラーおよびその他のすべての SL
関連メッセージを特定します。たとえば、次の図は、プロキシが使用されていること、およびプロキシ接

続が失敗したことを示しています。これにより、ライセンスサーバのプロキシ設定が正しくないことが分

かります。

ステップ 2 これを解決するには、 stcli services sch showコマンドを使用して、プロキシのセットアップを確認し、

エラーを修正してから、もう一度やり直してください。

ステップ 3 また、「CISCO-SMART-LIC」で grepコマンドを発行して、移行中に生成されたスマートライセンスの

syslogメッセージを確認することもできます。
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翻訳について
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ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


